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スローガン"チーム西中一新たな-歩へー' 

よくがんばった! <体育大会>

入場行進

5月21日(日)､すぼらしい天気に恵まれ,平

成2 9年度　西諌早中学校体育大会が,大成功のも

と無事に終了しました｡

当日は､御多用の中多数の御来賓並びに保護者や

地域の皆様方には:､早朝から御参観いただき､誠に

ありがとうございました｡

生徒たちは､ ｢-戟因縁~努力と龍を結晶に世界-

の体育大会1を大会スロ-ガンに掲げ､見事な競技

や演技を披露してくれました｡生徒たちは躍動し､

その姿は輝いていました｡最後までがんばった西中

生を誇りに思います｡お疲れ様でした｡

ブロック対抗｢応援合戦｣

全校生徒による組体操｢威風堂々｣

☆いよいよ``中総体'' I !☆
6月10日(土)･11日(日)の両日へ諌早市中学校総合体育大

会が開催されます｡生徒たちが-番目標にしてきた大会です｡これま

で生徒たちは日々練習を重ね,練習試合や各種大会を通じて力をつけ

てきました｡その成果を披露する場が｢中総体｣です｡もちろん勝利

を目指し､最後まで全力で戦いぬくことが大切なことはいうまでもあ

りません｡誰もが優勝をめざして頑張ってきたのですから･白｡し

かし,自分の力を100%出しきちて､たとえ負けたとしても,私は

胸を張ってほしいと思います｡要は､プレッシャ-のかかる本番で､

チ-ムや個人の力をどれだけ発揮できるかが最も重要なことだと思

っています｡自分との戦いでもあるのです｡ ｢自分を信じ･仲間を信

じ｣そして｢勇気をもって｣へ　これまで培ってきた力をすべて発揮し

てほしいと思います｡ ･ -これまで発に頑張ってきた録冊と心を｣つ

にして白･｡｢頑張れ!西中｣

なお,本校関係の試合時間へ会場等の詳細につきましては､別紙プ

リントでお知らせします｡

6月の主な行事予定 

日 况｢�行事等 

8 冦��市中総体選手激励会 

｢0 �7��市中総体 

ll �?｢�市中総体 

16 仞��生徒総会 

17 �7��市中総体 
(空手･テニス) 

19 佇��期末テスト 

20 ���期末テスト 
避難訓練 

24 �7��土曜授業 

27 ���｢少年の主張｣諌早市大会 
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